
 

 

 

 

 

 

日時  2024年７月20日（土） 13：30～15：00 

場所  日本城郭研究センター 2階大会議室 

講師  五月女賢司 氏（大阪国際大学国際教養学部 准教授） 

1974年埼玉県生まれ。米・オレゴン大学人文科学部国際学プログラム卒業（東アジア近代史）。英・ロ

ンドン大学大学院教育学研究所修士課程（教育・国際開発学）及び英・レスター大学大学院修士課

程（博物館学）修了。和歌山大学大学院博士後期課程満期退学（観光学専攻）。専門は博物館

学、万博史。ザンビア・ルサカ国立博物館、大英博物館、西インド諸島セントキッツのUNDP-UNV遺産

保護プロジェクト、千葉市科学館、国立民族学博物館、吹田市立博物館を経て現職。米国・小規模ミュ

ージアム協会賞受賞。国際博物館会議 地域博物館国際委員会 理事、全日本博物館学会 委員、日

本展示学会 理事。著書に『挑戦する博物館』（ジダイ社）、『発信する博物館』（ジダイ社）など。 

定員  １８０名（応募多数の場合は抽選） 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

①  往復ハガキ（１通につき、１人まで） ６月17日（月）必着 

〒・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送して下さい。  

② インターネット申込（電子申請） 5月15日（水）～6月17日（月）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。 

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「万博」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  https://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

※城郭研究室では、姫路城三の丸にあった御殿・櫓などの資料（古写真・古文書など）を探しています！ 

博覧会の歴史は、近代において人類が歩んできた歴史そのものでもあります。つまり、博覧会は人類

社会を映す鏡と言えます。本講演では、近代において博覧会がどのような役割を果たしてきたのか、特

に、異なる文化的背景を持つ人びと同士でどのようなまなざしの交差があったのか、それらはすべてに

おいて公平なまなざしと言えるものだったのか。博覧会関連の豊富な歴史資料を紹介することを通して

考えてみたいと思います。 

「交差するまなざし：博覧会と人類の歴史」 

 

概要  

 姫路市内には、中世に播磨の守

護大名として君臨した赤松氏ゆ

かりの城がいくつか残っていま

す。坂本城跡と置塩城跡はその代

表といえるでしょう。平地に位置

する坂本城と険しい山上に築か

れた置塩城には歴史的なつなが

りがあり、最近の研究では16世

紀の初め頃を境に赤松氏の政治

拠点が坂本から置塩に移ったこ

となどが次第に明らかになって

きました。今回はその２城につい

て考古学による調査成果を紹介

令和６（2024）年度 第２回 城郭市民セミナー 

2025年は 

大阪万博！！ 


